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１．2024年10月期中間期の業績（2023年11月１日～2024年４月30日） 
（１）経営成績                                                      （％表示は対前年同期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2024年10月期中間期 1,615 △3.3 131 △21.3 132 △21.4 91 △16.5 
2023年10月期中間期 1,670 23.1 166 147.5 168 140.3 109 213.3 

 

 
１株当たり 
中間純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり中間純利益 

 円   銭 円   銭 

2024年10月期中間期 41.58 － 
2023年10月期中間期 49.81 － 

（注１）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。 

（注２）2023年12月15日開催の取締役会決議に基づき、2024年１月11日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を

行いましたが、2023年10月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり中間純利益を算定してお

ります。 

 
（２）財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

2024年10月期中間期 2,366 1,277 54.0 579.85 
2023年10月期 2,198 1,191 54.2 540.76 

（参考）自己資本       2024年10月期中間期  1,277百万円   2023年10月期  1,191百万円 

（注）2023年12月15日開催の取締役会決議に基づき、2024年１月11日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行

いましたが、2023年10月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産を算定しております。 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

中間期末 期末 合計 

 円   銭 円   銭 円   銭 
2023年10月期 0.00 25.00 25.00 
2024年10月期 0.00   

2024年10月期(予想)  － － 

（注１）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

（注２）2024年10月期の配当金額は未定であります。 

（注３）2023年12月15日開催の取締役会決議に基づき、2024年１月11日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を

行っておりますが、2023年10月期については当該株式分割前の配当金の額を記載しております。 

 

  



３．2024年10月期の業績予想（2023年11月１日～2024年10月31日）     
   （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 

通  期 3,758 11.1 390 31.6 392 31.3 270 40.1 122.83 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

※ 注記事項 
（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理及び簡便な会計処理の適用：有 

（注）詳細は添付資料８ページ「２．中間財務諸表及び主な注記 （４）中間財務諸表に関する注記事項 （中間財務

諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご参照ください。 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 
② ①以外の会計方針の変更 ：有 
③ 会計上の見積りの変更 ：無 
④ 修正再表示 ：無 
（注）詳細は添付資料８ページ「２．中間財務諸表及び主な注記 （４）中間財務諸表に関する注記事項 （会計方針

の変更）」をご参照ください。 
 
（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む)  2024年10月期中間期 2,264,000株 2023年10月期 2,264,000株 

② 期末自己株式数 2024年10月期中間期 60,000株 2023年10月期 60,000株 

③ 期中平均株式数（中間期） 2024年10月期中間期 2,204,000株 2023年10月期中間期 2,204,000株 

（注）2023年12月15日開催の取締役会決議に基づき、2024年１月11日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を

行いましたが、2023年10月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数（自己株式を含

む）、期末自己株式数及び期中平均株式数（中間期）を算定しております。 

 

※ 中間決算短信は公認会計士又は監査法人の中間監査の対象外です 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま
せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる場合があります。 
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１．当中間決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当中間会計期間における世界経済は、米国におけるインフレ及び金融引締め、欧州におけるロシア・ウクライ

ナ情勢を受けたエネルギー供給制約や金融引締め等の影響による下押し圧力、中国におけるゼロコロナ政策解除

後の回復ペースの鈍化や不動産市況の低迷長期化、それらに伴う内需低迷及びデフレ懸念、新興国における通貨

安等に伴う景気低迷など、総じて減速傾向が続きました。日本経済は、行動制限の緩和や水際対策の緩和を受け

てインバウンド需要が回復するなど、個人消費や企業の生産活動を中心に経済活動の正常化が緩やかに進んだも

のの、円安等の影響によりインフレが進行しました。先行きについては、世界的な金融引締めや中国経済の停滞

など、海外景気の下振れが国内景気を下押しするリスクや、インフレ、為替変動等の影響が懸念されます。 

当社の属する半導体業界においては、デジタルトランスフォーメーション（DX）やIoT化の動きは継続している

ものの、ノートパソコンや通信機器の最終需要が一巡したことにより、サプライチェーン全体で設備投資の調整

局面が続いております。一方、今後は生成AI向けの演算用半導体や電気自動車（EV）向けのパワー半導体などの

需要の伸長、また、ノートパソコンやスマートフォンなど民生品向け需要の回復など、半導体製造装置市場は中

長期的に成長を続けると見込まれております。 

このような経営環境の中で、売上高は1,615,039千円（前年同期比3.3％減少）、営業利益は131,331千円（同

21.3％減少）、経常利益は132,101千円（同21.4％減少）、中間純利益は91,651千円（同16.5％減少）となりまし

た。受注は堅調に推移しましたが、人件費率の上昇等により売上高販管費比率が上昇し、前年同期比で減収減益

となっております。 

なお、当社は、プロダクツ事業、エンジニアリング事業及びシステム事業を主体とするエレクトロニクス事業

を行っており、単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しております。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

（流動資産） 

当中間会計期間末における流動資産の残高は2,085,427千円で、前事業年度末に比べ130,713千円増加しており

ます。主な増加要因は商品及び製品の増加192,882千円、売掛金の増加81,313千円等、主な減少要因は現金及び預

金の減少121,925千円、原材料の減少19,764千円等であります。 

（固定資産） 

当中間会計期間末における固定資産の残高は280,670千円で、前事業年度末に比べ37,025千円増加しておりま

す。主な増加要因は、敷金の増加22,116千円、建物附属設備（純額）の増加15,048千円等であります。 

（流動負債） 

当中間会計期間末における流動負債の残高は830,723千円で、前事業年度末に比べ88,737千円増加しておりま

す。主な増加要因は買掛金の増加128,194千円、短期借入金の増加88,000千円等、主な減少要因は未払消費税等の

減少90,798千円、未払法人税等の減少43,424千円等であります。 

（固定負債） 

当中間会計期間末における固定負債の残高は257,390千円で、前事業年度末に比べ7,140千円減少しておりま

す。長期借入金の減少7,140千円がその変動要因であります。 

（純資産） 

当中間会計期間末における純資産の残高は1,277,983千円で、前事業年度末に比べ86,141千円増加しておりま

す。増加要因は中間純利益91,651千円の計上による利益剰余金の増加、減少要因は剰余金の配当5,510千円による

利益剰余金の減少であります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は431,363千円（前事業年度末比

121,925千円減少）となりました。各キャッシュ・フローの状況とその主な要因は以下の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は140,845千円（前年同期は65,731千円の獲得）となりました。主な減少要因は棚

卸資産の増加額178,132千円、法人税等の支払額91,520千円、未払消費税等の減少額90,798千円、売上債権の増加

額76,262千円等によるものであり、主な増加要因は税引前中間純利益の計上132,101千円、仕入債務の増加額

128,194千円等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は50,680千円（前年同期は21,726千円の使用）となりました。主な減少要因は敷

金の差入による支出24,786千円、有形固定資産の取得による支出24,391千円等によるものであります。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果獲得した資金は69,600千円（前年同期は150,740千円の獲得）となりました。増加要因は短期借

入金の純増加額88,000千円によるものであり、減少要因は長期借入金の返済による支出12,890千円及び配当金の

支払額5,510千円によるものであります。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2024年10月期の通期の業績予想につきましては、2023年12月15日に公表した業績予想から変更ありません。 
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２．中間財務諸表及び主な注記 

（１）中間貸借対照表 

(単位：千円)

       
前事業年度 

(2023年10月31日) 
当中間会計期間 
(2024年４月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 584,339 462,413 

  受取手形 9,083 2,806 

    売掛金 432,839 514,152 

  電子記録債権 1,013 2,239 

  商品及び製品 22,447 215,329 

    仕掛品 518,599 523,614 

  原材料 397,440 377,675 

  前払費用 31,583 29,974 

  その他 1,774 1,627 

  貸倒引当金 △44,407 △44,407 

    流動資産合計 1,954,713 2,085,427 

  固定資産     

    有形固定資産     

   建物（純額） 4,257 4,171 

      建物附属設備（純額） 105,150 120,199 

   機械及び装置（純額） 16,758 14,663 

   工具、器具及び備品（純額） 16,136 17,919 

      有形固定資産合計 142,301 156,953 

    無形固定資産     

   ソフトウエア 13,950 13,604 

   その他 318 318 

   無形固定資産合計 14,269 13,923 

  投資その他の資産 
   投資有価証券 2,000 2,000 

      出資金 10,501 10,501 

   長期前払費用 2,236 1,263 

   繰延税金資産 24,770 26,346 

   敷金 36,095 58,212 

   その他 11,470 11,470 

      投資その他の資産合計 87,074 109,794 

    固定資産合計 243,645 280,670 

  資産合計 2,198,358 2,366,097 
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(単位：千円)

          
前事業年度 

(2023年10月31日) 
当中間会計期間 
(2024年４月30日) 

負債の部     

  流動負債     

  買掛金 141,395 269,590 

  短期借入金 263,000 351,000 

    １年内返済予定の長期借入金 20,030 14,280 

  未払金 127,434 137,411 

  未払法人税等 91,520 48,095 

  未払消費税等 90,798 － 

  預り金 4,245 4,511 

  その他 3,563 5,835 

    流動負債合計 741,986 830,723 

  固定負債     

  長期借入金 264,530 257,390 

    固定負債合計 264,530 257,390 

  負債合計 1,006,516 1,088,113 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 282,480 282,480 
    資本剰余金     

   資本準備金 182,600 182,600 
      その他資本剰余金 1,797 1,797 
      資本剰余金合計 184,397 184,397 
    利益剰余金     

   利益準備金 8,087 8,638 
   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 720,397 805,988 

      利益剰余金合計 728,484 814,626 

  自己株式 △3,520 △3,520 

    株主資本合計 1,191,842 1,277,983 

  純資産合計 1,191,842 1,277,983 

負債純資産合計 2,198,358 2,366,097 
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（２）中間損益計算書 

(単位：千円)

    
前中間会計期間 

(自 2022年11月１日 
 至 2023年４月30日) 

当中間会計期間 
(自 2023年11月１日 
 至 2024年４月30日) 

売上高 1,670,877 1,615,039 

売上原価 1,230,782 1,182,775 

売上総利益 440,095 432,264 

販売費及び一般管理費 273,204 300,932 

営業利益 166,890 131,331 

営業外収益     

  受取利息 385 0 
 受取賃借料 2,130 2,490 

  その他 43 211 

  営業外収益合計 2,558 2,702 

営業外費用     

  支払利息 1,339 1,921 
 その他 － 9 

  営業外費用合計 1,339 1,931 

経常利益 168,108 132,101 

税引前中間純利益 168,108 132,101 

法人税等 58,330 40,449 

中間純利益 109,778 91,651 
        

  

【中間売上原価明細書】 

区分 
注記
番号 

前中間会計期間 
（自 2022年11月１日 
至 2023年４月30日）   

当中間会計期間 
（自 2023年11月１日 
至 2024年４月30日） 

金額(千円) 
構成比 
(％) 

金額(千円) 
構成比 
(％) 

Ⅰ材料費及び商品売上原価  886,358 72.0 815,716 69.0 

Ⅱ外注費  71,412 5.8 47,875 4.0 

Ⅲ労務費  231,011 18.8 279,209 23.6 

Ⅳ経費  41,999 3.4 39,973 3.4 

合計  1,230,782 100.0 1,182,775 100.0 

（注）原価計算の方法は、個別原価計算であります。 
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書 

  (単位：千円)

    
前中間会計期間 

(自 2022年11月１日 
 至 2023年４月30日) 

当中間会計期間 
(自 2023年11月１日 
 至 2024年４月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税引前中間純利益 168,108 132,101 
  減価償却費 12,274 11,588 
 貸倒引当金の増減額（△は減少） 22,000 － 
 役員賞与引当金の増減額（△は減少） 4,500 － 
  受取利息 △385 △0 
  支払利息 1,339 1,921 
  売上債権の増減額（△は増加） △5,964 △76,262 
 棚卸資産の増減額（△は増加） △153,285 △178,132 
 未収消費税等の増減額（△は増加） 13,908 △930 
 仕入債務の増減額（△は減少） △13,243 128,194 
 未払金の増減額（△は減少） 14,798 9,976 
 未払消費税等の増減額（△は減少） 32,748 △90,798 
 その他 14,750 14,934 
  小計 111,550 △47,406 
  利息の受取額 369 0 
  利息の支払額 △1,342 △1,918 
 法人税等の支払額 △44,846 △91,520 
  営業活動によるキャッシュ・フロー 65,731 △140,845 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

 有形固定資産の取得による支出 △18,686 △24,391 
 無形固定資産の取得による支出 △2,290 △1,502 
 敷金の差入による支出 △750 △24,786 
 投資活動によるキャッシュ・フロー △21,726 △50,680 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
 短期借入金の純増減額（△は減少） 163,000 88,000 
 長期借入金の返済による支出 △6,750 △12,890 
 配当金の支払額 △5,510 △5,510 
 財務活動によるキャッシュ・フロー 150,740 69,600 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 194,744 △121,925 

現金及び現金同等物の期首残高 493,193 553,288 

現金及び現金同等物の中間期末残高 687,937 431,363 
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（４）中間財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 

（税金費用（法人税等）の算定方法の変更） 

税金費用の計算について、従来、年度決算と同様の方法により計算しておりましたが、中間決算により迅速か

つ効率的に対応するため、事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積も

り、税引前中間純利益に当該実効税率を乗じて計算する簡便的な方法に変更しております。 

なお、当該会計方針の変更による前中間会計期間の損益に与える影響は軽微であるため、遡及適用は行なって

おりません。 

 

（中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用（法人税等）の算定方法） 

税金費用については、当中間会計期間を含む当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該実効税率を乗じて計算しております。 

 

（セグメント情報） 

当社は、プロダクツ事業、エンジニアリング事業及びシステム事業を主体とするエレクトロニクス事業を行って

おり、単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 


